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林　晴美

シルバー型甘膵仔の夢

会場はギッシリ満員だった。彼女は、静か

なゆっくりした語調で話した。「私達が受注先

で介助や清掃に精を出しながら、家人に何か

と世間話をして心の通い合いに努め、家族の

方々から深く感謝され、私達も働く喜びに満

足して日々の生活に充実感を得ている。

しかし一面、机上で人情を論じ人情のため

献身するのはたやすいが、生身の一人一人の

人情に答え、人命のかけがえのない重要性を

意識して、世情の実相に深く思いを致し、現

世の無情に無限の忍耐をもって臨み、一介の

人間として如何に克服して幸福を具体化する

ことの難しさを知り、自己の無力を自覚した」

と明言した。

次の説明者は公園の管理や整備に汗を流し、

またパソコンの利用など事務系の仕事もした。

決して十分でなかったが、仕事を互いに分か

ち合い譲り合って働いた。働くことで誰かに

喜んでもらい、自分も満足を抱いて、幸せで

あると結んだ。

まとめにたった彼は、各自が自己の良心と

能力を発揮し、自主性と自律性を相互に尊重

して行動するのがこのシルバーの活動の証で

ある。会員の理性、強靭な意志そして善意を

信じて、小さな事実の積み重ねをし、小さな

創造、小さな愛情の発揮の積み重ねが、少子・

高齢社会の流れを、徐々に変えてゆくんだ。「シ

ルバー万歳」と大声をあげたので夢から覚め

た。

そこは20年の歳月を経た、冷厳な現実に彼

は身を引き締めた。

離　　名誉会長

町田市長

寺田和雄

祝　　　辞

町田市シルバー人材センターの設立20周年

を心からお慶び申し上げます。

振り返ってみますと、1980年に「町田市高

齢者事業団」の名称で設立以来、20年の長き

にわたって、地域社会のなかで高齢者の生き

がいづくりのため、会員に仕事を提供されて

きました。これまで、堅実にその歴史を重ね

てこられたことは、会員の皆様方の誠実で丁

寧な働き方と親切で確実な仕事ぶりが、高く

評価されてきたことは他なりません。

また、仕事の内容は、幅広く、受注にあたっ

ての調整や業務の新規開拓など、事務的な処

理と事業の拡大を着実かつ的確にこなしてき

た事務局の職員の方々のご苦労もなみなみな

らぬものがあったかと思います。会員の方々

をはじめとした、シルバー人材センターの皆

様方のそうした努力に対しまして、改めまし

て敬意を表したいと思います。

さて、本年4月から介護保険制度が発足し、

町田市では、こうした状況に対応すべく『誰

もが安心して老後を過ごせるまち』の実現に

むけて、具体的に福祉施設の整備とマンパワー

の充実強化に取り組んでいるところです。

今後は、介護保険の対象にならないための

対応、、いわゆる介護予防サービスのためにも、

施設整備と施策の充実に力を入れてまいりま

す。

なお、最後になりましたが、21世紀を展望

する中で、シルバー人材センターが高齢者の

方々の社会参加をより一層進め、地域社会の

期待に応えつつ、ますます発展されますよう

祈念してやみません。
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町田市市議会

議　　長

中里猪一

祝　　　辞

社団法人町田市シルバー人材センターの設

立20周年を心からお祝い申しあげます。

昭和55年の設立以来、着実な成長を続けら

れ、平成11年度実績では会員数2，700人、契約

金額9億800万円と、東京都のシルバー人材セ

ンターの中でも有数の規模に発展されたこと

は、ひとえに会員の皆様をはじめ関係者各位

のご努力の賜物と深く敬意を表する次第です。

町田市においては、現在65歳以上の高齢者

は、50，600人ですが、2013年には市民の4人

に1人が65歳以上という超高齢社会を迎える

と予測されており、健康で働く意欲ある高齢

者の方々は今後ますます増えてまいります。

このような中、一人でも多くの高齢者の方に、

その知識・経験を生かした就業の機会の提供

に努めると共に、活力ある地域社会づくりに

貢献することは、きわめて意義のあることと

存じます。

私ども市議会におきましても、高齢者の皆

様に健康増進のための諸施設や就労生きがい

対策の向上等、微力ではございますが、努力

をしてまいる所存でございます。

最後に、会員の皆様をはじめ関係各位のご

健勝と町田市シルバー人材センターのますま

すのご発展を祈念いたしまして、お祝いの言

葉といたします。

元　町田市長

大下勝正

設立20周年を祝して

はや20周年を迎えるとお聞きして、感慨ひ

としおです。これまでの役員ならびに会員の

皆様のなみなみならぬご努力に、心から敬意

を表します。

この際、町田市の高齢者事業団がどのよう

な経緯で生まれたかと、よく聞かれますので、

簡単にご説明しておきたいと思います。

私が公職についた昭和45年（1970年）頃は、

それまで続けられてきた失業対策事業が整理、

縮小され、近く廃止する方針が国から示され

ていました。

すでに失業対策事業に従事する人員も少な

くなっていて、その人たちも高齢化しており

ました。行く末を心配されている方々とよく

話し合ってみますと、「戸外での長時間労働は、

高齢化とともに、かなりきつくなってきた。

しかし健康であるうちは社会のお役に立つ、

生がいのある仕事をつづけたい。」と異口同音

にいわれました。

そこで早速、昭和47年度予算に、失業対策

費とは別に、老人福祉費のなかに「高齢者の

生きがいある生活」を目的にした、高齢者就

労対策費をはじめて計上いたしました。

やがて、この事業目的が理解されるにつれ

て、年々少しずつ増大していきました。

この「高齢者の生きがい」を目的とした就

労事業について、当時東京都の労働担当者が

熱心に、私のところに聞きに来られました。

その後、都が中心になって、すぼらしい高齢

者事業団の構想が打ち出されました。町田市

もそれに学んで、今日の高齢者事業団を発足

させることになったわけです。

終りに、ますますのご発展をお祈り申し上

げます。
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社団法人

全国シルバー人材センター事業協会

会　　長

関　英夫

設立20周年を祝して

』

社団法人町田市シルバー人材センターが設
立20周年を迎えられたことを心からお祝い申
し上げます。

貴センターにおかれましては、昭和55年12
月に創立されて以来、地域に根ざした高齢者
の自主的組織として着実な発展を遂げられ、

地域社会において大きな役割を果たしてこら
れました。
この間、会員数は2700人を超え、また契約

金額は9億円になるなど、都内においても飛
躍的な実績を上げられているところです。
これも偏に会長様はじめ、会員並びに役職

員皆様方のたゆまぬ努力の結果であり、深甚
なる敬意を表するものであります。また、こ
れらの実績を支えるうえで、町田市ご当局を
はじめとする行政機関はもとより、地域の関

係各位から寄せられましたご支援に対して、
厚く感謝申し上げます。
さて、シルバー人材センター事業は21世紀

初頭の超高齢社会の到来によってその社会的
役割が益々重要なものになってきております。
一方、近年の厳しい経済情勢の中にあって高

齢者を取り巻く環境の変化等により就業意識
に多様化が見られ、短時間就業の希望割合が

増加しています。
こうした状況に鑑み、この度「高齢者等の

雇用の安定等に関する法律」の一部改正が行
われ、10月1日から施行されることになりま

す。従来の臨時的かつ短期的な就業の枠を超
えるような、例えば、仕事の性格上ある程度

継続的な就業にも範囲を拡げて高齢者の就業
機会を拡大していくことになります。
このような観点からもシルバー人材センター

は、今後、より地域社会の多様なニーズを踏
まえた事業展開が期待されてまいります。
貴センターには、20周年を新たな契機とし
て、高齢者の生きがいの充実と地域社会の発

展を支えるうえで、更なる前進をを図られる
ことを希望いたします。

終わりに、貴センターの益々のご発展と皆
様方のご健勝を祈念し、お祝いの言葉といた
します。
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財団法人

東京都高齢者事業振興財田

大関東支夫

設立20周年を祝して

社団法人町田市シルバー人材センター設立

20周年を心よりお祝い申し上げます。

貴センターは、昭和55年に会員数894人で誕

生して以来、着実に発展を遂げられ、多大の

成果を挙げられております。20年後の今日、

会員数は2，691人、契約金額も9億円を超えて

おります。これも会員の皆様をはじめ役職員

の方々の事業運営に対する日頃のご尽力の賜

ものと、深く敬意を表す次第です。

この間、会員増強や会員の就業機会の確保、

福祉・家事援助サービス事業等に積極的に取

り組まれるなど、「自主・自立」、「共働・共助」

の事業理念に基づき、地域に密着した事業活

動を展開されております。21世紀の超高齢社

会を目前にして、今後も引き続き、高齢者が

地域社会の担い手として活躍するための場を

築きあげていただきたいと存じます。

私ども振興財団では、シルバー人材センター

連合として社会環境の変化に対応して、福祉・

家事援助サービス、リサイクル、事務系分野

など、引き続き事業の拡充・発展のために積

極的に取り組んでいく所存であります。

最後に、会員の皆様はじめ関係各位の益々

のご健勝と、社団法人町田市シルバー人材セ

ンターの一層の発展を心より祈念いたしまし

て、お祝いの言葉とさせていただきます。
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武 琵

7月22日（土）町田市民ホールに於て、来賓

14氏のご臨席を得て記念式典が挙行されまし

た。

武田太郎常務理事の司会により、開式に先

立ち、踊り同好会による“祝舞”が演じられ

たあと式典に入りました。

開式のことばとして、谷節能顧問が「70才

の時に設立運営に携わり、20年を経た本日皆

様と一堂に会する幸せを感じます。いつまで

も元気でやりましょう」と活気溢れるお声で

呼びかけられました。

次いで来賓紹介のあと、林清美会長が設立

から今日までの推移と、現在2，800人を超える

会員を擁し年間契約高9億円超の業績を挙げ

るに至ったことに対し行政各位のご支援と会

員各位の誠実な活動への謝意を表し、「変革期

林清美会長のあいさつ

に対応すべく三つの目標（創設の理念・情報

化時代の組織運営・構成員の意識改革）を掲

げ、基盤と自律性の更なる強化に努力する覚

悟」を披歴いたしました。

次いで、名誉会長の寺田和雄町田市長はじ

め来賓6氏から、高齢化社会に於けるセンタ

ーの役割に対する期待を込めたご祝辞をいた

だきました。

このあと事務局職員7名の永年勤続表彰を

行い、江渕秀子副会長の閉式のことばを以て

滞りなく式典を終了いたしました。

名誉会長寺田和雄町田市長の祝辞
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大下勝正前市長の祝辞

20周年記念式典　来賓出席者ご芳名

爵吉葉宝　　　寺田和雄様　東京都議会議員　　谷口卓三様

町田市議会議長　　　中里　猪一様

（財）東京都高齢者事業振興財団専務理事

宮城　哲夫様

衆議院議員　　　　　伊藤　公介様

衆議院議員　　　　　石毛えい子様

東京都議会議長　　　渋谷　守生様

東京都議会議員　　　河合秀二郎様

前町田市長　　　　　大下　勝正様

町田市健康福祉部保険介護推進担当部長

岡部　　優様

社会福祉協議会会長代理　鈴木喜八郎様

民生委員代表総務　　佐々木のり　様

（財）東京都高齢者事業振興財団課長武田　久雄様

高齢者就業相談所所長四条藤右え門様

職員表彰
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折原年記念旅行

ミステリーお座敷列車

1泊2日の旅

▼勇壮な「上諏訪・不動太鼓」で開宴
▲盛り上がるお座敷列車の中

平成12年7月23日（日）、11時30分、記念旅行参加者総勢127名（男性63名、女性64名）

は、元気にわくわくプラザ前を出発。JR町田駅発12時24分のお座敷列車（6輔編成）

で、一路、目的地の上諏訪温泉郷へ。往路の車中では、お楽しみの抽選会とカラオケ

大会。その夜は諏訪湖ホテルの大広間で、『上諏訪不動太鼓』の上演で開宴。続いて抽

選会の特等6名の発表と景品授与。その後は次々と飛び出る歌と踊りに、宴席からは

拍手喝采、大いに盛り上がりました。

翌日は、『諏訪大社下社めぐりコース』を初め幾つかのコースの中から任意に選び、

お仲間同士で各所を散策。帰途の車中では、また和気あいあいと小宴を繰り広げなが

ら、親睦を更に深め、17時56分、町田帰着。記念旅行は終始賑やかにさまざまな思い

出を残し、無事終了しました。

▲抽選会で特等になられた幸運の皆さん　　　　　　　　▲諏訪大社下社の御柱の前で記念写真
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8月2日午後1時、会長・副会長のテープカットに

より盛大な作品展が開催されました。5日間の入場者

は約517名、出品者数71名、作品数112点の多くを数え、

どの作品を見ても、それぞれに年輪を感じさせる立派

な出来ばえで、これも会員の方々の常に精進なさって

いる様子が一つ一つの作品にうかがえられました。

可愛い作品あり、アイデア作品、技術を要する作品

等があり、楽しい作品展になりました。

手工芸品、写真の展示ブース風景ト

：、‾■

鞠附r 一一一一一一〝・、・・一一一▼一一・■－【
・一一・・－‾‾‾1▲‾■「－■■■
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▲会長・副会長のテープカットで作品展オープン

■各種書画の展示ブース風景

r＿一■」

■絵画展示ブース風景
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20周年を迎えて

太田清一

シルバー人材センター事業が、高齢者就業

に大きく貢献していることは周知のとおりで

あります。この事業が、かくも輝かしい成果

を収められることの出来たのは国の認知され

ることにより、法制化されたことによるもの

で、その効果にいついては、計り知れないも

のがあります。

私たち高齢者に生きがいと働くことの喜び

を与えてくれたシルバー人材センターに対し

深く感謝するとともに、法制化に対し、寝食

を忘れ努力された多くの関係者に対し、改め

て敬意を表するものであります。

関係者のお一人であられた今は亡き全シ協

専務理事横田松寿氏の記録によるとこの事業

の法制化実現のため、前の全シ協会長氏原氏、

前労働省事務次官であられた関氏等と共に第

1目標に掲げ、運動されたという。その甲斐

あって法制化は達成され、念願のシルバー人

材センターの法的位置付けが明確になりまし

た。このことを喜ばれ、この為に努力された

関係者と共に所沢市外にある亡き大河内一男

前会長の墓前に官報を供え、多くの関係者を

代表し報告されたといいます。

シルバー人材センターの前身である高齢者

事業団が、東京都全域の一隅に誕生したのは、

昭和50年2月，今から25年前であります。大

河内一男先生始め多くの学者、行政、労使団

体をはじめ、各界代表を加え、研究を重ね、

地域の事業として始められました。当時この

事業は外国は勿論のこと、日本にもなかった

高齢者が組織する新しい就業システムとして

の組織で、シルバー人材センターとして、昭

和55年、国庫補助対象事業となりました。ま

た、我が町田市シルバー人材センターは「シ

ルバー人材センターー町田市高齢者事業団」と

してこの年の3月に会員856名で設立されまし

た。その後、行政並びに地域住民の支援と会

員の努力により輝かしい発展を遂げ、会員数

3千人にも達しようとしています。20周年を

迎えるにあたり、更なる発展と、会員の皆様

のご多幸を祈念し、お祝いの辞といたします。

シルバー会員としての

感想

宮下恒一

町田市シルバー人材センターの20周年記念

に当り、入会以来ご指導ご鞭捷下された、会

長、副会長、常務はじめ、設立当初よりご尽
力なされた諸先輩に対し、心から敬意を表し

感謝申し上げます。

私が入会したのは昭和61年4月で、センター

もまだ小学生の域で幹部以外の会員には、セ

ンターの理念が理解できず、その徹底には五

里霧中の状態でした。

今年はセンターも20才の成人となり、会員

も3千人に迫り、事業実績も都下58センター

中のトップクラスの優等生です。特に家事援

助事業の伸びは目覚ましく、会員数も300人を

超え、その仕事振りは全国的に高く評価され、

各地のセンターから視察団が相次いで来訪さ

れ、関係者は嬉しい悲鳴を上げております。

私は入会以来種々の仕事をしましたが一番

印象に残っているのは、市広報の郵送作業で

す。入会した年の6月から就業しましたが、

指定された部数を1日で完了せねばならず、

総員約30名を1回4名～6名のローテーショ

ンで、9時から17時まで午前、午後各15分と

昼休みの休憩以外は話もできないほどで、特

に運送のトラックが遅れると、さあ大変、休

憩は勿論、昼食時もろくに休めず高齢者には

仲々厳しい仕事でしたが、完了したときの喜
びもまた一入であり本当の生甲斐を覚えまし

た。平成7年3月でこの仕事が無くなり一緒

に就業した人達と会えなくなったことは大変

寂しく残念に思います。

超高齢社会を目前にして今年4月から地方

分権の幕開けとなりました。これからは地域
の取り組み次第で住民の幸せにも差がでてく

る時代です。私達シルバー人材センターに於

いても益々地域社会と手を携えて地域社会の

発展に寄与することがシルバー人材センター
の発展になるものと確信いたします。
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会員の皆さんの

親睦を図るため

平成10年5月から

スタートしてる

蘭画回国凰画
‘‾‾－111　＿⊥　　　‾‾‾‾‾T■　　　l

F

］

▲同好会のアトラクション

毎月のはじめにセンターの3階に会員が自

由に集まり、コーヒーや抹茶を飲みながら、

同好会の出し物を楽しみ、有志が出品した写

真や油絵を鑑賞したり、フリーマーケットで

気に入ったものを安く買うなど、会員が楽し

む一日のことです。

「会員のつどい」は、会員の中から有志を

募り、「つどい実行委員」として自主運営をし

ているものです。肩の凝らない気楽な集まり

です。 ▲実行委員の皆さん

■オカリナ同好会　出演
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（カリヨン広場で踊る）

コンクール（版画回廊の大舞台）本番前に勢ぞ

ろいした「夢舞シルバー100」の皆さん
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■換張り替え

■清掃

蓼営繕

、．　覇除草

その他、会員の携わっている仕事は、

●家庭教師　●カルチャー教室講師　●翻訳　●レタリング

●調理関係　●クロス張り替え　●一般事務　●和・洋裁

●毛筆筆耕　●配布物　●荷物運搬　●屋内外清掃

●家事援助　●紙すき　●学校管理　●受付事務　●塗装

●刃物とぎ　●パソコン指導等多種に渡っている
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シルバー連まもだ妙

賑やかにお磯子実演中

MSCオカリナ同好会卜

風の音、土の響きを伝えるオカリナ

の同好会が発足して3年半、最初の

音を出す苦労を忘れて自然の音を楽

しんでいる。

嶺演劇同好会

「わくわく劇団」の皆さん

1998．9定期総会のアトラクションで

「サロメ」を公演した。
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q緑友会

箱根湯元でのスナップ

マージャン同好会計転、－

雀卓を囲んで熱闘中のスナップ

手しごと趣味の会妙

手しごと趣味の打ち合わせスナップ
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勉強会風景
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直亘享亘
牛乳パック再利用傭すき班）この事業は平成元年6月開業

刃物研ぎ

L＿1－．

刃物研ぎ事業を始めて丸3年になりますが、

シルバー人材センターの中でもまだ新しい仕

事です。一つの事業を新しく立ち上げること

は最初考えたほど簡単ではありませんでした。

今ではどんな刃物でも切れが良いと評判を

いただいていますが、当時は技術の向上とシ

ルバー人材センターの刃物研ぎは誰が研いで

も均一と評価されることで、そのための基準

を示すことが必要でした。専門書で研究し、

みんなで研修もしました。今では講習会で講

師を務めるくらいに刃物についての知識も広

がり、技術も格段に上達したと思っています。

既存の研ぎ屋さんがいなくて困っておられ

る地区に、もっと出かけて地域のみなさんに

喜んでいただけるようにしたいと考えていま

す。
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葬祭事業

町田市民の福祉の増進をはかるた

め、安い価格で、おごそかな葬儀が

出来る市民葬祭事業を全面委託し実

施しています。

市役所が福祉の一環として葬祭事業を行っ

て来ました。これをシルバー人材センターに

一部委託されましたのが昭和61年7月です。

全員12名が3日交替の就業で祭壇の飾付片付

又枢の組立等につき職員の指導のもとで約半

年の間実習をしました。中でも数多い飾り物

の名称と箱詰を覚えるのには苦労しました。

その後3人の職員が受付として残り飾付は

会員が受け持つ事となりました。

当時は飾付件数は月に20件前後でした。そ

の頃会員の服装がまちまちで儀式に携わる者

として統一して欲しいと要望しました。そし

て認められ儀式に相応しい服装になりました。

葬祭も受託以来は、次の通り市民より受注

され、現在に至っています。シルバー葬祭に

対する市民の期待と感謝の声が支えになって

頑張って来ました。

件数も年々増加して月に約25件程になりま

した。

この頃市民の間から祭壇を飾るだけでなく司

会進行も是非やって欲しいと言う要望が多数

寄せられ平成3年に司会制度が発足して現在

27

に至って居ります。

平成8年4月には全面委託になり木曽の葬

祭事業所を拠点として新たな体制で始まりま

した。

近年葬祭に対する考えも多様化し形式的で

派手な演出よりも質素でも心に残るひと時を

と、自分らしい葬儀が多くなり密葬又は火葬

のみを含めて飾付件数も月に平均して約33件

前後を推移しています。
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医】囲回匪】囲 長期目標を達成するため毎年推進しています。

当シルバー人材センターは、昭和55年度発足以来20年の歳月を経て、そ

の間、たゆまぬ努力と多くの地域の方々の支援により、年々事業は発展し、

会員数も2，900名を数えるようになりました。

シルバー人材センターでは、過去5回に亘って、会員増強のための調査

を実施してまいりました。その結果シルバー人材センターの果す役割は大

いに重要視されることがわかりました。

今後も男性会員は勿論のこと、女性会員の増強に力を注ぎ、多くの高齢

者の方々の生きがいのためのシルバー人材センターであるよう、努力して

いきたいと思っています。

固囲函［∃囲［司劃固圏園匝厘］
町田市よりの委託事業として、満60才以上

の高齢者に生きがいづくり支援を目的とした

一般市民対象のシルバーカレッジ市民講座が、

今年も開講されます。

この教室は当センター会員の豊かな経験と

豊富な技能を役立たせたいということで、高

齢者の社会参加支援事業の一環として、平成

6年より始まった教室です。

初年度は4教室でしたが、その後この市民

講座に対する評価が高まり、年毎に教室数も

増え、今年度は12教室が右のとおり開講され

ます。

各教室はいずれも初心者を対象としており、

所定のコースを終了した後も、多くの受講生

はこれを引き金にして、自主運営の同好会を

作って継続しているのが現状です。

教皇名 �開講回数 �受講者数 日回当たり） 

英会話 （中学生程度） �2 �15 

水墨画 （初心者） �1 �15 

書道 （初心者） �1 �15 

オカリナ （初心者） �1 �15 

パソコン （入門コース） �2 �10 

パソコン・ワープロ （初級コース） �2 �10 

水彩画 （初心者） �1 �15 

囲碁 －（初心者） �1 �20 

絵手紙 （初心者） �1 �15 
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副会長

江渕秀子

高齢社会を目前にし、家事援助事業は

めざましく発展した。SP事業の一環とし

て「ホームヘルパー3級養成講座」を初

め種々の研修に多数の会員が参加し、意

識の向上を示している。今年4月から介

護保険制度が開始され、当SCの家事援助

事業も大きく変わったが、会員の熱意に

は変りはない。男性会員の参加も30名を

超え、事業内容はますます拡大充実して

高齢社会に虹をかけたいものと、目標に

むかい新たな意欲を燃やしている。

≠　事務局長

■■

松田良蔵

2005年、町田市の60歳以上の高齢者人

口は推定92，500人になる。その約4％の

3，700人が当センターの会員になると仮定

したとき、ブランチ構想が浮かんでくる。

ブランチは、会員数の増加対策と地域格

差解消に有効な手段である。

地域の会員が地域で発生した仕事を、「共

働・共助」の理念で遂行し、行政・地域・

市場の隙間を埋め、ひいては地域の暮ら

しの質を高めるものと考える。

31

理事（総務部会長）

間島一也

20周年から25周年に向けて、さらに飛

躍をするには、センターに入会の時の説

明、事業の理念を思い出し初心に帰る必

要があります。自身の経済的メリットだ

けを求めてはローテーション就業は出来

ません。仕事をみんなで分かち合い、セ

ンターの諸活動に積極的に参加してこそ

明るい未来があります。健康や生きがい

の為、会員が助け合い市民に応えるよう

努力しましょう。夢は就業率90％、そし

てITで海外団体との交流も期待。

班長（葬祭班）

永野貞次郎

本年度の基本計画にあるOA研修につい

て、私なりの希望と夢を書いてみます。

今日、情報化時代と言われています。

今後も変わらないでしょう。この流れに

我々シルバー世代も対応して行きたいも

のです。その意味でもこの計画を大いに

推進していただきたい。私も今パソコン

を勉強中です。それで思うことは、近い

将来ホームページを開設、いろいろな情

報を収集、共有し、自己研修してシルバー

の益々の発展に寄与したいものです。
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0阜写りユこ笛79等

準用頭号噛ま1年倒ニ1数計如障拍藩憧

羊ユ17登、妥＃蔓りユこ襲撃二身掌り

豊管叫与￥ユこY与呼豹、封9時u二
〇上芸り

ユ1裾野藁￥卓立叩凄隼凶亜尊、ユC等

＝沌軍曹上叩脅こせ『叶尊び旨等』与圧か苛

こ埠等準用隼零等　－ユ￥ユ1蔓垂羽α蟹

童顔対立坦4－7こ鼻、垂91蟹田等Y

去畔教卓
（鍵垂諒封）晋的

0上等りユこ鄭マり苛妥勾ユ風雲蟄

諾、1啓甜巻雲習0－古くキ雇、沌上等

か乳ユ1専蔽島国甚0－タイキ判型臨
0苛1芋￥ユ￥畢　挙u宝等樹＝悼封写り

埠部、嶺蟄封等仏蟹α旨等凛等、沌苛1

芋1鼻呈藁￥二つ09号寛を轟封0壕奇才

等蓉智皐栂誹　○垂卦研削椚絹純疹瑚儲

0号軍備二1取替ユ1等Yこう－古く年長

○苛1芸￥ユこq動こう彰顎α善

雄財葦皐基軸マ話幽皆確、ユ17暑親筆

諸掛等里芋櫻円、酢刻頭重Olユ1等Y

≡櫓望￥
（配晶劇毒）晋的

0上芋u宕貢的沌マ二号避暑零封

器垂　等マ剥－二重判9時雄二、金管阜

召dユニ亡□専」ん「lrO財帖一古く斗立

教撤皆沌出動〉楓、別離翳車α旨等、普

解　し垂寂、冒撒、皆を堰寺　川一月YO

型踵ひ＼ノ封望洋首、碧諜OM華麗塾ひ糎

劉Y鮮ユ1：？諭　鞋割勘＼ノ旨等業等￥
0且等Q智之蔓亜長針軍

曹封この翳＝1回蛸専教ひ萌甚准尉ひ重罰

㌣軌道紗互帥旨等、よ胞￥蛸や管阜割垂

こう等職等署長等宕7割撃ひ㌍草α首等

輩　♯申

（諒星空周）誓約
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会員（植木班）

金子守夫

「物から心の時代」と言われた時代が

あったが、シルバー人材センターのこれ

からは「心の通い合い」と「他人の力と

なれる」と言う意識の合意が大切なこと

である。高年齢化と福祉の時代と言われ

る現在。営利を目的とする活動よりも、

ボランティア的な仕事に対する評価が求

められ、益々シルバー人材センターの果

たす役割は、大きなものとなるであろう。

従って、新しい要請に応え得る柔軟な

思考と行動が必要と思う。

肇〔警ご会員（デイ十ビス班）

ー　三原寛治
設立20周年おめでとうございます。こ

の基礎を築いて下さった先輩の皆様に感

謝いたします。これから更なる発展へ向

けて、町田のシルバーならではのデイー

サービスメニューが欲しいですね。今ま

での手芸工作、俳句、民謡の実績をふま

えて会員の皆様の協力を得ながら、書道・

絵画・陶芸・詩吟・朗読・花作り等々趣

味に遊ぶ成人講座とでも呼べるデイーサー

ビスに、ゆくゆくは発展させたいもので

す。利用者も私達も花を咲かせましょう。

33

設立20周年を迎えた町田シルバー人材

センターの一員として、充実した日々を

送ることが出来るのは、なんと素晴らし

い事でしょう。

表具技術を東京都訓練校で学び、平成

4年3月に入会以来、健康で日々楽しく

仕事を続けております。年月と共に心の

余裕も生じて来た現在、各種同好会の友

と交流を深め、また今春は3級ヘルパー

の研修も終え、今後は更に優しさを踏ま

えた介護を目指して行きたいと思います。

会員（商品管理班）

預貰鮮　置田幸子
懇切丁寧で、温かな事務局のかたがた

の対応に感動した3年前の入会時を思い

おこします。以来、当局への感謝の気持

ちを胸に、細心の注意をはらい仕事に就

くことを心がけています。協調性があり

人間関係にゆとりがもてる、豊富な体験

を仕事に措かせている、等のシルバーへ

の評価を耳にします。各自が仕事の質の

向上を自覚し認識することが地域社会で

の評価につながり、ひいては就業先開発

の手段となるのではないかと考えます。
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10・31 �放置自転車指導員研修に参加 

昭和61年　11‾・9 �第1回「室内レクリエーション」開催 

平成元年　　6・1 �牛乳パック再利用事業開始 

平成2年　　6・23 �設立10周年記念式典 

7・2■ �社団法人　町田市シルバ∵人材センターに名称変更、東京都知事 

認可 

平成4年　　4・26 �事務所を中町4丁目10－13に移転 

10・22 �（社）全国シルバー人材センター協議会記念式典 

平成5年　　9・4 �鶴川連絡所（鶴川さるぴあ会館）開所 

11・1 �事務所を森野1丁目1－15（わくわくプラザ町田）に移転、業務 

開始 

平成7年　1・11 �シルバこカレッジ開講 

5・16～19 �会員作品展開催（わくわくプラザ町田） 

6・2 �厚木市SC（シルバー人材センター　以下同じ）来訪 

6・3 �紙すき実演（代々木公園） 

6・4一一 �紙すき実演（鶴川商店街） 

6・5 �座間市SC来訪 

7・1 �襖・障子張り教室開講（わくわくプラザ町田） 
’7・3 7・7 �俳句教室開講（わくわくプラザ町田） 

ディーサービス開設（わくわくプラザ町田） 

東久留米市SG来訪 

8・27 �パレード参加 

9・11 �実用書技教室開講（鶴川） 

9・25 �藤枝市SC来訪 

9・28 10・4 �定期総会　市民ホール 

現在貞　正会員1，498名　　特別会員3名 

出席者1，160（うち選任届740名） 

横浜市SC視察 

10・15 �わいわい祭り（芹ヶ谷公園） 

10・18 �家庭介護セミナー開講（わくわくプラザ町田） 

11・4 �室内レクリエーション（市総合体育館） 

11・10 �多摩市SC来訪 

11・20 �座間市市民の会来訪 

11・21 �川越市SC視察 

12・9 �鶴川地区奉仕デー 

平成8年　　2・12 �金森地区奉仕デー 

3・1 3・9 �定期総会　市民ホール 

現在員　正会員1，626名　　特別会員　3名 

出席者1，149名（うち選任届　679名） 

小山センターまつり 

4・6～7 �さくら祭り 

4・13 �健康ハイキング（薬師池～野津田公園周遊） 
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卿Ⅶ㍗誓竿ア買芋で「

さ姜

6・29 �立川市SC来訪 

7・3 �シルバーカレッジ「着付け」開講（鶴川） 

8・4 �シルバーカレッジ「水彩画」閉講（鶴川） 

8・19 �シルバーカレッジ「オカリナ」閉講（鶴川） 

8・22～23 �森野団地主催の盆踊り大会参加 

9・8 �シルバーカレッジ「手すき紙」開講（わくわくプラザ町田） 

9・10 �シルバーカレッジ「水墨画」開講（わくわくプラザ町田） 

9・12～13 �広報活動（わいわい祭り参加） 

9・15 �広報活動（栄通りパレード参加） 

9・25 9・28 �定期総会（市民ホール） 

会員数　正会員2，373名　特別会員3名 

出席数1，551名（うち選任届971名） 

シルバーカレッジ「英会話」開講（わくわくプラザ町田） 
10・7 �シルバーカレッジ「パソコン」開講（わくわくプラザ町田） 

10・17～18 �暮らしをまもる市民のつどい参加 

11・7 �会員と家族の室内レクリエーション（成瀬体育館） 

11・21 �健康ハイキング 

12・7 �施設見学40名 

12・14 �東久留米SC来訪、町田地区奉仕デー 

シルバーカレッジ「英会話」閉講（わくわくプラザ町田） 

平成11年　1・22 �同好会世話人連絡会 

3・2 5・2 �定期総会（市民ホール） 

会員数　2，479名　特別会員4名 

出席者1，622名（うち選任届976名） 

20周年記念準備委員会発足 

7・2 �大沢野SC来訪 

7・14 �安全就業推進大会 

9・5 �栄通りパレード参加 

9・28 10・2 �定期総会（市民ホール） 

会員数　2，634名　特別会員3名 

出席者1，773名（うち選任届1，160名） 

国際高齢者フェア「（都庁前広場） 
10・16 �室内レクリエーション（成瀬総合体育館） 

10・30 �健康ハイキング（こどもの国） 

11・7 �成瀬駅南口　夢舞・オカリナ　出演 

11・25 �経験交流大会（財団） 

12・2 �小平市SC来訪30名 

▲12・17 �首都圏反対集会（都体育館） 

平成12年　1・21 �狛江市SC来訪 

2・r－16 �鶴岡市SC来訪 

2・17 �蓮田市SC来訪 

2・28 �熊本市SC来訪 

3・3 3・14 �定期総会（市民ホール） 

会員数　2，734名　特別会員3名 

出席者1，786名（うち選任届1，216名） 

府中市SC来訪 
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岩内　五味
三郎　英明

星野金次郎

武村研自 東　要　　　　　　由井友二

大塚邦信　　　　　　　　太田精一　　　　　　　　大谷操男

近間延子岡崎芳雄中嶋万喜掛寿男梅野正二大谷操男芸芸盃賞　　美角畝子

広波静　　　　　小田中英太郎

宇野正二　　　　　　吉田　武

水野克巳　　　　　　　江沢三郎

横谷豊吉宝望　　東　要

栗原友四郎　　　　　　　　　　青山秀夫

満山勝美　　　　　　　　井上俊一郎　　　　　　　小林保

大島初治　　　　高瀬安良　野呂勝　萩原学

坂爪昇

飯尾絢子　　　　　　　　大志万むつ　水島政一

荒木則男　豊実　安西泰明　大塚邦信須田広之助　栗原敬治　桜井文七　栗原敏治

池田敏彦　鈴木販　望実装警・倉田正道　　　　　江淵秀子

林　清美　　　柳川孝二　　　　　　　　　　　　　　　　武田太郎

年 S61 �S62 �S63 �Hl �H2 �H3 �H4 �H5 �H6 �H7 �H8 �H9 �HlO′ �Hll ��V．H12、 

寒二二二　　武田 ������太郎 ���� ��水島政一 

山崎正夫　　　　坂爪昇　　　岡本りさ　　　　　　岡野　熟　　　　　　吉住紀久代　　長谷川清 

∴庵有三、 －－典冬一一 �永島栄良三 ��角藤金一　　宮下恒一 ����田口幸一　　　近江昇 ����渋谷清 ���立野三男 

射越義一　　　　　　　　　　　平本良雄　　　　　　　　　川手秀雄　　　　　　斎藤芳三 

■一二壷′‾－． 予嵐イ �．、松野兼吉 �� �石原雅典　　　　　　　　　　　　　磯野 ������春夫 ���田仁 ��琴要＿＿ 

－ 

山口金蔵　　　　　　　　田畑六衛　　　　　　大塚邦倍　　　　　　　　　井上 �������������信行 
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